
Cisco Prime Network Registrar仮想アプライ
アンス

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスには、Linuxオペレーティングシステムにイ
ンストールされた Cisco Prime Network Registrar 11.1のバージョンで使用可能なすべての機能が
含まれています。

この章では、Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスのインストール方法について説
明します。内容は次のとおりです。

•システム要件（1ページ）
• Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスのインストールとアップグレード（2
ページ）

• Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスのアップグレード（9ページ）
•次のステップ：Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンス（12ページ）
•仮想マシンを展開するための独自の基本イメージの構築（15ページ）
• dnsmasqと libvirtdの無効化（15ページ）

システム要件
仮想アプライアンスのインストールに使用できるキットは 2つあります。

• VMware ESXi 7.0で実行される OVA

• OpenStackに展開できるクラウドイメージ

これらのキットは事実上同一のものであり、このマニュアルではOVAについて説明した場合、
特に明記しない限りその説明は両方のキットに適用されます。

これらの各キットは、4つの仮想 CPU、8 GBのメインメモリ、6 GBのスワップパーティショ
ン、および 39GBの空き容量がある 42GBのシステムパーティションという、限られたリソー
スを必要とするように作成されています。必要なディスクストレージの合計は48GBです。シ
ステムディスクのサイズを増やすことはほぼ確実です。仮想アプライアンスに仮想 CPUを追
加すると、パフォーマンスが大幅に向上します。これらの要件を満たすために、展開対象のホ

ストで十分なリソースが使用可能であることを確認する必要があります。
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仮想 CPUを正しく設定しないと、Non-Uniform Memory Access（NUMA）のパフォーマンスの
問題が発生する可能性があることに注意してください。この問題を回避するには、単一のCPU
ソケット（1 NUMAノード内にとどまる）の物理コアの総数以下の量の vCPUを仮想マシンに
割り当てます。また、単一の仮想マシンが単一の NUMAノードよりも多くの vCPUを消費す
ることは避けてください。そうしないと、複数の NUMAノードにまたがってスケジュールさ
れ、メモリアクセスの低下を引き起こす可能性があります。

仮想アプライアンスで使用されるリソースを増やす必要があります。そうしないと、正常に機

能しません。ローカルクラスタの実行、または同じマシン上のリージョナルクラスタとローカ

ルクラスタの実行という2つの異なる方式があります。以下の推奨事項は、ジャンプスタート
で仮想アプライアンスを実行するためのものですが、これらはローカルクラスまたはリージョ

ナルクラスタの展開の開始点としても役立ちます。ローカルクラスタの場合：

• CPU：1ソケット、8 CPU

•メモリ：12 GB

•ディスク：100 GB以上

ローカルクラスタと同じジャンプスタートで動作しているリージョナルクラスタの場合：

• CPU：1ソケット、7 CPU

•メモリ：8 GB以上

•ディスク：48 GB

展開のサイズに基づいて、上記よりもかなり多くのディスク容量が必要になる場合がありま

す。割り当てられたディスクのサイズを変更し、アプライアンスを再起動することで、ディス

ク容量を増やすことができます。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスのイン
ストールとアップグレード

仮想アプライアンスは、VMware ESXi 7.0または OpenStackの 2つの環境のいずれかに展開で
きます。展開のために決定する必要がある情報について説明した後、個々の環境について詳し

く説明します。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスの展開準備
Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスを展開し、そのネットワーク接続を設定する
には、いくつかの質問に答える必要があります。質問の中には、仮想アプライアンスが展開さ

れているネットワーキング環境に関するものと、展開されている特定の仮想アプライアンスに

固有の値に関するものがあります。

この特定の仮想アプライアンスのインストールに固有の質問を以下に示します。仮想アプライ

アンスを展開する前に、これらの質問に対する回答を決定する必要があります。
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•展開された仮想アプライアンスの仮想マシン名。

•基盤となる Linux CentOSオペレーティングシステムのルートパスワード。

•仮想アプライアンスの IPv4アドレス。

•仮想アプライアンスの IPv4アドレスに関連付けられた DNS名。

• Cisco Prime Network Registrarアプリケーションの初期管理者アカウントのユーザ名とパス
ワード。

Cisco Prime Network Registrar 9.1以降では、既存の VMをコピーして新しいローカルクラ
スタ（スナップショット）を作成できます。UUIDの重複を避けるために、新しい UUID
を生成してリージョナルクラスタに再登録する必要があります。の「新しい UUIDの生

成（Generating new UUID）」の項を参照してください。Cisco Prime Network Registrar 11.1
Administration Guide

（注）

ネットワーキング環境に関する質問は次のとおりです。これらの質問に対する回答は、仮想ア

プライアンスに固有のものではなく、仮想アプライアンスを展開する環境によって決定される

値です。

•仮想アプライアンス自体の IPアドレスと関連付けられたネットワークマスク

•仮想アプライアンスのデフォルトゲートウェイアドレス

•仮想アプライアンスがアクセスできる 1つ以上の DNSサーバの IPアドレス。ただし、可
用性を高めるために、2つの DNSサーバの IPアドレスを持つことを推奨します。

•仮想アプライアンスがインターネットにアクセスするために必要なプロキシ値（仮想アプ
ライアンスにインターネットへのアクセスを許可する場合）。

•これがローカルクラスタのインストールの場合、ライセンス情報を受信するために、この
ローカルクラスタが接続する Cisco Prime Network Registrarリージョナルクラスタの IPア
ドレスを決定する必要があります。これがリージョナルクラスタインストールの場合、こ

の要件を無視できます。

VMware上のリージョナルクラスタ OVAまたはローカルクラスタ OVA
の展開

Cisco PrimeNetworkRegistrar仮想アプライアンスは、VMware ESXi 7.0での実稼働使用がサポー
トされており、VMware vSphereクライアントを使用してアクセスまたは管理できます。Cisco
PrimeNetworkRegistrar仮想アプライアンスは、オープン仮想アプライアンス（OVA）パッケー
ジで提供されます。

VMware vSphereクライアントは、ESXiに直接接続するか、または vCenterサーバへの接続を
介して、vSphereに接続できます。VCenterを介して接続すると、ESXiに直接接続した場合に
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は提供されない多くの機能が提供されます。VCenterサーバが使用可能で、ESXiに関連付けら
れている場合は、VCenterを介した接続を推奨します。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスをインストールするには、最初に正しいイン
ストールファイルをダウンロードする必要があります。使用可能なファイルは、リージョナル

仮想アプライアンスとローカルクラスタ仮想アプライアンスの2つです。これらの各仮想アプ
ライアンスは、.ovaファイルとして提供されます。

名前は次のとおりです。

•ローカル仮想アプライアンスでは、cpnr_version_local.ova

•リージョナル仮想アプライアンスでは、cpnr_version_regional.ova

選択した仮想アプライアンスをダウンロードします。すべての Cisco Prime Network Registrar
ローカルクラスタのインストールでは、操作に必要なライセンス情報を受信するために、Cisco
Prime Network Registrarリージョナルクラスタに接続する必要があります。したがって、Cisco
Prime Network Registrarローカル仮想アプライアンスをインストールする前に、ライセンス情
報を受信するために接続するリージョナルクラスタの IPアドレスを識別する必要があります。

VSphereを使用して、ESXiのインストールまたは vCenterサーバに直接接続し、OVAの展開先
である ESXiのインストールを選択します。

vCenterサーバを使用できる場合は、ESXiハイパーバイザを既存の vCenterサーバに接続し、
その vCenterサーバを介して管理できます。共通の vCenterサーバを介してすべての VMware
ハイパーバイザを管理することには、多くの利点があります。

vCenter Serverを介して vSphereクライアントで ESXiハイパーバイザを管理しているときに表
示される画面は、vSphereクライアントをESXiハイパーバイザに直接接続するときに表示され
る画面とは異なります。vCenterサーバを介して接続している場合は、追加の画面を表示でき
ます。これらの画面は、実際にはCisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスの展開に関
わる操作に利点はありません。vCenterサーバアプローチを使用する利点は、仮想アプライア
ンスの初期展開後に得られます。

リージョナルクラスタ OVAまたはローカルクラスタ OVAを展開するには、次の手順を実行
します。

ステップ 1 vSphereのメニューから、 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]を選択
します。

[OVFテンプレートソースの展開（Deploy OVF Template Source）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 OVAファイルを展開するには、[参照（Browse）]をクリックし、vSphereが実行されているローカルマシ
ンで使用可能な OVAファイル（.ova）に移動して選択します。

URLを参照することはできず、ファイルへのフルパスを入力する必要があります。（注）

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

[OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ウィンドウが表示されます。製品名、OVAファイルの
サイズ、仮想アプライアンスのために使用可能である必要があるディスク領域が表示されます。
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ステップ 4 OVFテンプレートの詳細を確認して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 新しい仮想アプライアンスの名前を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

仮想アプライアンスの設定時に同じ名前を入力する必要があるため、この名前を忘れないように

してください。

（注）

[展開オプション（Deployment Nodes）]ウィンドウが表示されます。

デフォルトでは、プロビジョニングフォーマット [シン（Thin）]が選択されています。デフォルト値に関
係なく、[シック（Thick）]を選択する必要があります。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックして続行します。

仮想アプライアンスは、シックプロビジョニングで展開されている場合にのみサポートされます。（注）

ステップ 7 この OVAテンプレートで使用されるネットワークをインベントリ内のネットワークにマッピングするに
は、現在の接続先ネットワークを選択し、[接続先ネットワーク（DestinationNetworks）]ドロップダウンリ
ストから接続先ネットワークを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

[Ready to Complete（終了準備の完了）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [終了（Finish）]をクリックして、OVAテンプレートの展開を開始します。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスの起動と設定
Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスを起動して設定するには、次の手順を実行し
ます。

[電源オン（PowerOn）]ボタン（ ）をクリックする前に、要件に基づいてメモリとCPU
を設定する必要があります。VMを起動すると、シャットダウンするまでメモリや CPU
の設定を変更できません。

（注）

ステップ 1 仮想アプライアンスOVAを展開した後、vSphereで仮想マシン名を選択して右クリックし、[コンソールを
開く（Open Console）]を選択します。

ステップ 2 コンソールの [電源オン（Power on）]ボタン（ ）をクリックした後、ウィンドウをクリックします。

新しく展開されたマシンの初回起動時に、ルート（システム）パスワードを入力するように求められます。

これは、Cisco Prime Network Registrarアプリケーションのパスワードとは異なります。

これは、Cisco PrimeNetwork Registrar 11.1アプリケーションを搭載した基盤となるLinuxオペレー
ティングシステムのルートパスワードを指します。このパスワードを 2回入力するように求めら
れます。今後、さまざまな場面で、基盤となる Linuxオペレーティングシステムへのルートアク
セスが必要になります。そのため、このパスワードを覚えておいてください。

（注）
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起動プロセスには、ルートパスワードの入力が求められる前と、ルートパスワードの入力後の両方に時間

がかかる場合があります。

[エンドユーザライセンス契約（End User License Agreement）]ウィンドウが初回起動時に表示されます。
ライセンス契約を完読し、ライセンス条項を理解して同意した場合にのみ、y（Yes）と入力してください。

ステップ 3 ルートユーザとしてサーバにログインします。

ステップ 4 仮想アプライアンスのネットワークを設定するには、nmcliを使用したRHEL/AlmaLinux8.xでのネットワー
クアクセスの設定を参照してください。

OpenStack上のリージョナルクラスタまたはローカルクラスタの展開
Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスをインストールするには、最初に正しいイン
ストールファイルをダウンロードする必要があります。使用可能なファイルは、リージョナル

仮想アプライアンスとローカルクラスタ仮想アプライアンスの2つです。これらの各仮想アプ
ライアンスは、.qcow2ファイルとして提供されます。

その名前は次のとおりです。

•ローカル仮想アプライアンスでは、cpnr_version_local.qcow2

•リージョナル仮想アプライアンスでは、cpnr_version_regional.qcow2

選択した仮想アプライアンスをダウンロードします。すべての Cisco Prime Network Registrar
ローカルクラスタのインストールでは、操作に必要なライセンス情報を受信するために、Cisco
Prime Network Registrarリージョナルクラスタに接続する必要があります。したがって、Cisco
Prime Network Registrarローカル仮想アプライアンスをインストールする前に、ライセンス情
報を受信するために接続するリージョナルクラスタの IPアドレスを識別する必要があります。

OpenStackでローカルクラスタまたはリージョナルクラスタを実行するには、最初に .qcow2流
通キットを使用してローカルイメージまたはリージョナルイメージを作成する必要がありま

す。

このイメージが存在する場合、ローカルクラスタまたはリージョナルクラスタのインスタンス

を起動できます。インスタンスに関連付けるフレーバには、少なくとも 4つの VCPU、8 GB
のRAM、および少なくとも48GBのルートディスクストレージが必要です。CiscoPrimeNetwork
Registrarの動作インスタンスを使用するには、絶対的な最小値として 48 GBを超えるルート
ディスクストレージを割り当てる必要があります。ローカルクラスタまたはリージョナルクラ

スタに必要なディスク容量については、システム要件（1ページ）を参照してください。

Cisco Prime Network Registrarのインスタンスが固定 IPアドレスで作成されます。Cisco Prime
Network Registrarは、起動時に検出できるインターフェイスに関連付けられた IPアドレスを自
動的に使用します。Cisco Prime Network Registrarに使用可能なインターフェイスにプロバイ
ダーネットワークから IPアドレスが割り当てられている（つまり、CiscoPrimeNetworkRegistrar
が提供する DHCPまたは DNS機能を必要とするクライアントにアクセスできる）場合、通常
どおりに Cisco Prime Network Registrarを設定できます。
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OpenStackの最新バージョン（Victoriaなど）にCisco PrimeNetwork Registrar qcow2イメー
ジをインストールすると、Cisco Prime Network Registrarプロセス（DNS、DHCP、および
CCM）は正常に実行されますが、JavaプロセスとWebUIの実行には数時間または数日か
かる場合があります。これは、Javaおよび QEMUハイパーバイザに固有の問題です。し
たがって、KVM仮想化を使用して適切な CPU設定を行うことをお勧めします。

次のコマンドを使用して、KVM仮想化のサポートを確認できます。
# lscpu | grep -i "Model Name"
Model name: Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2640 v3 @ 2.60GHz

# grep -i -o vmx /proc/cpuinfo | uniq
vmx

上記の出力に「vmx」が表示されていることは、必要な CPU拡張機能が Intelプロセッサ
上にあることを示しています。

（注）

VMwareに Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスをインストールする場合は、仮想
マシンの初回起動時に、システムコンソールで基盤となる Linuxシステムのルートパスワード
を設定します。ただし、通常、OpenStackインスタンスは、OpenStackインスタンスの一部と
して設定された SSHキーペアを使用した SSHによるログインのみを許可するように、作成お
よび展開されます。多くの OpenStackインスタンスは、ルートパスワードによるログインを
まったく許可せず、SSHキーペアで SSHを使用したログインのみを許可します。

Cisco Prime Network Registrar OpenStackインスタンスは、次の 2つの状況のいずれかで操作す
るように設定できます。

オプション 1：ルートパスワードの構成を要求し、パスワードを使用したルートログインを許
可します。

オプション2：ルートパスワードの構成とログインを無効にします。ログインにはSSHキーペ
アが必要です。

オプション 1：

これは、すべてのCisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスキットのデフォルトのアプ
ローチであり、追加のアクションは必要ありません。Cisco Prime Network Registrar仮想アプラ
イアンスのイメージからインスタンスを起動します。最初の起動時に、Cisco Prime Network
Registrarインスタンスのコンソールウィンドウを表示し、Linuxシステムのルートパスワード
を入力し、エンドユーザライセンス契約に同意する必要があります。最初の起動後、コンソー

ルにアクセスする必要はありません。SSHキーペアを使用してこのインスタンスにアクセスす
ることもできます。

オプション 2：

OpenStackインスタンスの展開における通常の慣行に従った方法でCisco PrimeNetworkRegistrar
仮想アプライアンスインスタンスを展開する場合は、パスワードを使用したルートログインを

許可しないように Cisco Prime Network Registrar OpenStackインスタンスを設定し、ログインに
SSHキーペアを要求できます。また、ルート権限を持つルート以外のユーザにパスワードベー
スのログインを許可する場合、設定方法の手順は以下のとおりです。
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Web UIから OpenStackインスタンスを起動する場合、ルートパスワードによるログインを防
止するには、[インスタンスの起動（Launch instance）]ダイアログの [構成（Configuration）]セ
クションで特定の構成を実行する必要があります。他のシステムのユーザデータに類似したカ

スタマイゼーションスクリプトを提供する必要があります。OpenStackインスタンスでルート
パスワードベースのログインを無効にするスクリプト（以下に記載）を設定する必要がありま

す。このカスタマイゼーションスクリプトで設定されたインスタンスを展開した後、インスタ

ンス上の Linuxオペレーティングシステムにアクセスする唯一の方法は、起動時にインスタン
スに関連付けられた SSHキーペアを使用して SSH経由でログインすることです。

たとえば、ssh -i keypairname.pem root@a.b.c.dを使用してログインします。キーペアをインス
タンスに関連付けなかった場合、またはキーペアへのアクセスを失った場合は、インスタンス

にログインできません。この方法でインスタンスを作成すると、デフォルトのルートパスワー

ドはなくなり、ルートパスワードログインは無効になります。

オプション 2を設定するには、[カスタマイゼーションスクリプト（Customization Script）]テ
キストボックスに次のように入力します。

# cloud-boothook
# !/bin/bash
if [ ! -f /etc/cloud/cloud.cfg.orig ]; then
cp /etc/cloud/cloud.cfg /etc/cloud/cloud.cfg.orig
cp /etc/cloud/cloud.cfg.norootpasswd /etc/cloud/cloud.cfg
fi

オプション 2を選択し、SSHキーペアを使用してインスタンスにアクセスした後、パス
ワードを使用してログインする場合は、useraddコマンドを使用して新しい Linuxユーザ
を作成し、そのユーザをグループホイールのメンバーにすることもできます。また、

passwdコマンドを使用して、そのユーザに安全なパスワードを与える必要があります。
これにより、そのユーザとして SSHまたはコンソールにいつでもログインでき、ルート
権限が付与されます。

パスワードログインを許可するユーザを作成するには、次のコマンドを使用します。

useradd safeuser -g wheel
passwd safeuser

次に、ルートアクセスが必要な場合は、safeuserとしてログインし、次のコマンドを使用
します。

sudo su

safeuserのパスワードを入力すると、ルートユーザになります。

（注）

使用可能なインターフェイスに関連付けられている IPアドレスが固定アドレスである場合（つ
まり、OpenStackの他のインスタンスにのみアクセス可能）、フローティングアドレスをCisco
Prime Network Registrarインスタンスに関連付ける必要があります。このフローティングアド
レスは、Cisco Prime Network Registrarインスタンスによって提供されるDHCPサービスまたは
DNSサービスのクライアントにアクセスできる必要があります。インスタンスに組み込まれた
インターフェイスに関連付けられている Cisco Prime Network Registrarを検出できる固定 IPア
ドレスではなく、フローティングアドレスの IPアドレスをそのサーバ IDとして返すように、
Cisco Prime Network Registrarによって提供されるDHCPサーバを設定する必要があります。こ
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の状況でDHCPを設定するには、エキスパートモードにして、このインスタンスに割り当てら
れたフローティングアドレスを使用して DHCPポリシー属性 dhcp-server-identifier-addressを設
定する必要があります。そうすれば、DHCPサーバは、クライアントとの通信に使用している
インターフェイスを調べて DHCPサーバが検出できる IPアドレス（固定 IPアドレス）ではな
く、設定された IPアドレス（このインスタンスの外部から見える IPアドレス）を返します。

ローカルクラスタは、リージョナルクラスタに登録する必要があります。この登録後、リー

ジョンクラスタはローカルクラスタに接続できる必要があります。ローカルクラスタは、最初

にリージョナルクラスタに登録すると、その IPアドレスをリージョナルクラスタに送信しま
す。ローカルクラスタがそのネットワークインターフェイスに設定されていると見なす IPア
ドレスを使用して、リージョナルクラスタがロクカルクラスタに接続できる場合、アクション

は必要ありません。これは、ローカルクラスタに固定 IPアドレスがあり、OpenStackクラウド
内でのみ表示可能であるが、リージョナルクラスタも同じクラウド内にあった場合です。ロー

カルクラスタがそのネットワークインターフェイスの IPアドレスと見なす IPアドレスを、
リージョナルクラスタが pingできる場合、追加のステップは必要ありません。ただし、リー
ジョナルクラスタが、ローカルクラスタが実行されているOpenStackクラウドに対してローカ
ルではなく、ローカルクラスタに固定アドレスに加えてフローティングアドレスがある場合、

ローカルクラスタに対するリージョナルクラスタの構成では、その IPアドレスを更新してフ
ローティングアドレスのもの（固定アドレスではなく初期登録時のアドレス）にする必要があ

ります。

ローカルクラスタを割り当てる場合は、4つまたは 8つの VCPUと 12 GB以上の RAM（大規
模システムではさらに多くの RAM）の割り当てを検討する必要があります。ローカルクラス
タには、最小インストールに使用可能な7GB以上の空き容量が必ず必要になります。リージョ
ナルクラスタには追加のディスク容量が必要になる可能性がありますが、多くのインストール

では 2個から 4個の VCPUと 8 GBから 12 GBの RAMで十分です。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスのアッ
プグレード

この項では、既存の仮想アプライアンスのデータを使用して、Cisco Prime Network Registrarを
Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスにアップグレードし、オペレーティングシス
テムを AlmaLinux 8.6にアップグレードする手順について説明します。

Cisco Prime Network Registrar 11.1仮想アプライアンスに使用される最新のオペレーティン
グシステムのバージョンは AlmaLinux 8.6です。

（注）
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Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスで実行するための
Cisco Prime Network Registrarアップグレードインストール

この項では、Cisco PrimeNetworkRegistrarの既存のインストールをアップグレードして、Cisco
Prime Network Registrar仮想アプライアンスにする方法について説明します。

この手順では、Linuxオペレーティングシステムで実行中の Cisco Prime Network Registrar
の現在のバージョンを、Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスの現在のバー
ジョンにアップグレードします。別のプラットフォームから移動する必要がある場合は、

仮想アプライアンスにアップグレードする前に、まずLinuxプラットフォームに変換する
必要があります。別のバージョンの Cisco Prime Network Registrarから現在のバージョン
の仮想アプライアンスに移動する必要がある場合、まず外部 Linuxシステム上で現在の
バージョンの Cisco Prime Network Registrarにアップグレードしてから、仮想アプライア
ンスにアップグレードする必要があります。Cisco Prime Network Registrarのインストール
およびアップグレードを参照してください。

（注）

ステップ 1 Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスをインストールします。

ステップ 2 systemctl stop nwreglocalコマンドを使用して、アップグレードする Cisco Prime Network Registrarアプリ
ケーションをシャットダウンします。

ステップ 3 次の tarコマンドを使用して、既存の /var/nwreg2/local/dataディレクトリを圧縮します。
tar cvf tarfile.tar data

ステップ 4 作成した tarファイルを新しい仮想アプライアンスにコピーします。

ステップ 5 次のコマンドを使用して、新しい仮想アプライアンスの Cisco Prime Network Registrarをシャットダウンし
ます。

systemctl stop nwreglocal

ステップ 6 次のコマンドを使用して、既存のデータベースの名前を .origに変更します。

mv /var/nwreg2/local/data /var/nwreg2/local/data.orig

ステップ 7 tar xvf tarfile.tarを使用して、ステップ 3で転送した最新のデータベースを解凍します。

ステップ 8 アップグレードするシステムの既存の拡張機能を、新しい仮想アプライアンスの正しいディレクトリにコ
ピーします。

ステップ 9 次のコマンドを使用して、新しい仮想アプライアンスの Cisco Prime Network Registrarを起動します。
systemctl start nwreglocal

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンス
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新しいバージョンの仮想アプライアンスオペレーティングシステム

へのアップグレード

アップグレードして新しいバージョンのCisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスを使
用するには、新しいバージョンのオペレーティングシステムを含む新しい仮想アプライアンス

をインストールし、既存の仮想アプライアンスから新しい仮想アプライアンスにデータと構成

を移動します。

これを行うには、Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスで実行するための Cisco
Prime Network Registrarアップグレードインストール（10ページ）の手順を実行します。

これで、新しい仮想マシンを起動できます。既存の仮想マシンのデータディレクトリ全体が含

まれます。

オペレーティングシステムがアップグレードされた新しい仮想マシンは起動プロセス中

に一時停止し、新しい仮想マシン上に存在する Cisco Prime Network Registrarアプリケー
ションのデータベースのバージョンと一致させるため、Cisco PrimeNetworkRegistrarデー
タベースをアップグレードするよう指示します。起動プロセス中にこの一時停止が発生

し、メッセージが表示されるたびに、Cisco Prime Network Registrar
は、/opt/nwreg2/local/usrbin/upgrade_cnrスクリプト（またはリージョンクラスタの場合は
/opt/nwreg2/regional/usrbin/upgrade_cnスクリプト）が実行されるまで起動できません。Cisco
Prime Network Registrarは systemctlを使用してマスクされており、upgrade_cnrスクリプ
トはアップグレードを実行する前にマスクを解除します。

（注）

ステップ 1 コンソールで [戻る（return）]を押して、起動プロセスを完了します。

ステップ 2 ルートとしてログインし、表示されたコマンドを実行します。
起動が完了すると、新しい仮想マシン上で、新しいバージョンの Cisco Prime Network Registrarで実行され
ている既存の構成が表示されます。

Cisco Prime Network Registrarアプリケーションのアップグレード
仮想アプライアンスに現在存在するCisco PrimeNetwork RegistrarのインストールをCisco Prime
Network Registrarの新しいバージョンにアップグレードする場合は、このマニュアルの手順に
従ってソフトウェア製品の簡単なアップグレードを実行します。仮想アプライアンスでのCisco
Prime Network Registrarのインストールは、Cisco Prime Network Registrarソフトウェア製品の標
準のインストールです。
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次のステップ：Cisco Prime Network Registrar仮想アプラ
イアンス

仮想アプライアンスの CLIを使用した Cisco Prime Network Registrarの
設定

Cisco Prime Network Registrar CLIを使用して仮想アプライアンスを設定するには、次の 2通り
の方法があります。

•最初にSSHを使用して仮想アプライアンスの基盤となるLinuxオペレーティングシステム
に接続することで、仮想アプライアンスで nrcmd CLIを直接使用できます。SSHログイン
には、仮想アプライアンスで作成した任意のユーザ名とパスワードを使用できます。nrcmd
CLIを使用してCisco PrimeNetworkRegistrarを設定するには、Cisco PrimeNetworkRegistrar
の管理者ユーザ名とパスワードを使用する必要があります。

分散型では、Linuxオペレーティングシステムの有効なユー
ザは rootのみです。Cisco Prime Network Registrar CLIを使用
するには、ルートとしてログインできますが、システムに

ユーザを追加することもできます。useraddプログラムを使
用して、ユーザを追加します。ユーザを追加する方法の詳細

については、man useraddと入力することもできます。

（注）

•あるいは、ネットワーク内の他のシステムで nrcmd CLIを使用して、Cisco Prime Network
Registrarのリモートインストールを管理に使用するのと同じ方法で、仮想アプライアンス
上のCisco Prime Network Registrarを設定および管理できます。これには、他のシステムに
Cisco Prime Network Registrarをインストールする必要があります（通常はクライアントの
みのインストール）。

自動的に起動するための仮想アプライアンスの設定

ESXiハイパーバイザレイヤに電力が復旧されたときに、CiscoPrimeNetworkRegistrar仮想アプ
ライアンスを自動的に起動するように ESXiハイパーバイザを設定できます。

自動起動を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VSphereクライアントで、接続先のESXiマシンを選択します。特定の仮想マシンを選択するのではなく、
VMが存在する ESXiハイパーバイザを選択します。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンス
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ステップ 3 [ソフトウェア（Software）]エリアの下にある [仮想マシンの起動/シャットダウン（Virtual Machine
Startup/Shutdown）]リンクをクリックします。ウィンドウ内のリストに仮想マシンが表示されます。

ステップ 4 ページの右上隅にある [プロパティ...（Properties...）]リンクをクリックします。表示されない場合は、表
示されるまでウィンドウのサイズを変更します。

[仮想マシンの起動/シャットダウン（Virtual Machine Startup/Shutdown）]ページが表示されます。

ステップ 5 [システムによる仮想マシンの自動起動と自動停止を許可（AllowVirtualmachines to start and stop automatically
with the system）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスを稼働している仮想マシンを選択し、右側にある [上へ移
動（Move up）]ボタンを使用して、[自動起動（Automatic Startup）]というラベル名のグループに移動しま
す。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

これにより、電源が復旧されるたびに、確実に ESXiハイパーバイザが起動します。Cisco Prime Network
Registrarアプライアンスが自動的に起動します。

Cisco Prime Network Registrar仮想アプライアンスの管理
ルートユーザーとしてログインすることで、AlmaLinux 8.6に基づいて基盤となる Linuxオペ
レーティングシステムを管理できます。SSHを使用して、仮想アプライアンスを最初にブート
したときに指定したユーザ名ルートとルートパスワードで、仮想アプライアンスにログインで

きます。Openstackでは、インスタンスの起動時に作成されたキーペアを使用できます。

ルート以外のユーザ名でLinuxシステムにアクセスできるように、Linuxシステムに追加のユー
ザを作成する必要がある場合があります。

仮想アプライアンスに含まれる Linuxシステムはかなりの程度まで削減されているため、
Windowsシステムマネージャや関連するGUIユーザインターフェイスなど、CiscoPrimeNetwork
Registrarアプリケーションの実行や管理に不要なものは含まれていません。ただし、CiscoPrime
Network Registrarアプリケーションのサポートおよび管理に必要なすべてのツールは、仮想ア
プライアンス内で使用される Linuxオペレーティングシステムに含まれています。

SSH接続を保護するために追加のステップを実行することもできます。たとえば、ルートとし
てロギングしないように構成し、別のユーザとしてロギングした後にルート権限を取得するた

めにユーザに suを要求します。

ご使用の環境に適した方法でロックダウンするために、基盤となる Linuxオペレーティングシ
ステムで他の構成変更を実行することもできます。

Cisco Prime Network Registrar 11.1仮想アプライアンスに使用される最新のオペレーティン
グシステムのバージョンは AlmaLinux 8.6です。

（注）
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Cisco Prime Network Registrarお客様は、適用を希望するパッチに関して OSを最新の状態
に維持する責任を単独で負うものとし、シスコはその責任を負いません。

（注）

Cisco PrimeNetwork Registrarのオプションのビルド済みVMダウンロードでパッケージ化
されたLinuxディストリビューションはオープンソースソフトウェアであり、シスコは所
有またはサポートしていません。Linuxのサポートが必要なお客様は、サードパーティの
ソフトウェアプロバイダーにご連絡いただく必要があります。

（注）

OVAのインストール後

Cisco PrimeNetworkRegistrarを構成する前に、次のステップに従って最新のCentOSアップデー
ト、インストールされているパッケージの最新バージョン、およびセキュリティアップデート

を取得します。

yum updateまたは dnf updateコマンドは、仮想アプライアンスに付属のオペレーティン
グシステムで Cisco Prime Network Registrarアプリケーションをテストしたときに、ほと
んどの場合存在しなかった新規のソフトウェアおよび変更されたソフトウェアで実行中

のシステムを更新します。yumupdateまたはdnfupdateコマンドの一部としてインストー
ルされる更新は、Cisco PrimeNetworkRegistrarアプリケーションに問題を引き起こしませ
ん。ただし、シスコは、Cisco PrimeNetworkRegistrarのアプリケーションが、テストの実
行時に使用できなかったソフトウェアとのインターフェイスで問題なく動作することを

保証できません。更新された仮想アプライアンスを実稼働環境に配置する前に、yum
updateまたは dnf updateコマンドを実行した後、ご使用の環境ですべてが正常に動作し
ていることを確認するために、独自のテストを実行する必要があります。

（注）

ステップ 1 ルートとしてログインします。

ステップ 2 ネットワーキングを設定します。

ステップ 3 ルートプロンプトに移動し、次のコマンドを入力します。

# yum update

ステップ 4 システムを再起動し、Cisco Prime Network Registrarを設定します。
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仮想マシンを展開するための独自の基本イメージの構築

dnsmasqと libvirtdの無効化
dnsmasqおよび libvirtdサービスは、Linux 7および 8のディストリビューションに事前にイン
ストールされている場合があります。これらはポート 53および 67を使用し、Cisco Prime
Network Registrarが適切に動作しなくなる可能性があります。DHCPおよびDNSサーバーを正
しく起動して実行するには、dnsmasqと libvirtdを無効化する必要があります。

dnsmasqおよび libvirtdサービスを無効化するには、次のコマンドを実行してから仮想マシンを
再起動します。

# systemctl disable dnsmasq.service

# systemctl disable libvirtd.service

# reboot
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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